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サイテク祭 サイエンス＆テクノロジーの祭典

　”サイエンスとテクノロジー
の祭典 ” 第７回サイテク祭（主
催：多良木町青少年育成会
議、松下正壽会長・尾前祐二
実行委員長）が、今月９日に
多良木町民体育館で開催され、
６００名を超える来場者で賑
わいました。今回から球磨商
業高校と村田産業が初参加し、
地元の中学・高校や企業、そ
して大学の１５団体がブース
を連ね、子どもたちは工作や
ロボットの操作など様々な体
験をしました。
　その中にはこのサイテク祭
に参加したことがきっかけと
なり、工作機械に興味を持っ
たという球磨工業高校機械科
３年の深松謙

あきひと
仁さんも、同校

溶接部ロボット班の一員とし
てロボット操作を実践。「子ど
もたちにわかるように教えた

い」と語っていました。今後は鹿児島の大学に進学が決定しており、夢に向かって頑張っているようでした。また尾前実行委員長は「来年はサ
イテク祭の前身である ” こどもフェスタ ” から１０回目の開催になる。もういくつかの案はあるが、子どもたちに夢を抱かせられるような祭典
になるよう頑張りたい」と意気込んでおられました。

ボランティアわか草会のカルメ焼
き。上手に膨らんだかな？

九州技術教育専門学校コーナーで
世界各地の風景をバックに合成写
真を作ったよ。

省エネや発電のしくみを学んだ、
九州電力コーナー。

北九州市立大学の魚ロボットが水
槽を泳いでいるよ。本物の魚みた
〜い。

魔法の紙で不思議なお絵かきを体
験。人吉高校コーナー。

果物と野菜を使った電池で発電量
を調べたよ。南稜高校コーナー。

多良木中学生と一緒にビニールロ
ケット作り。遠くまで飛ぶかな？

みんな大好きスライム作り。多良
木高校コーナー。

学年行事で参加した、岡原小学校。
楽しかった〜。

ロボット操作が楽しくて夢中に
なった、球磨工業高校コーナー。

球磨支援学校の昔懐かしいぶんぶ
んコマ作り。意外と回すの難しい
ね。

アロマキャンドル作り。形も色々
あって、どれにしようかな。多良
木町青年団コーナー。
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　多良木町では平成
２ ４ 年 度 か ら、 毎
週水曜日にノーテレ
ビデー・ノーゲーム
デーが実施されてい
ます。今月は黒肥地
小学校５年生の尾方
圭志くん宅の取り組
み方を紹介します。
　まず見たいテレビ
は事前に録画予約を
して、朝から家族と
一緒にニュースを見

て登校します。それから、学校から帰宅して、まず宿題をして、家族
でご飯を食べながらおしゃべりをした後は、学校や町の図書館から借
りてきた本を読んで就寝といった一日のメニューだそうです。月に平
均１５冊の本を読むと言う圭志くんは、たまには妹の佳穂さんにも、
本を読んであげたり新聞を読んだりしているそうです。

ノーテレビデー・ノーゲームデー
　　　　　　　　　　〜見たいテレビは録画して〜

　今回は、オカリナ教室「遊」をご紹介します。「遊」は毎月２回、第２・
４木曜日に多良木研修センターで、会員１１名で活動されています。
講師に、錦町在住の高場敏郎先生を招いて、発声練習・姿勢等の音楽
の基本を学ばれ、オカリナ演奏を楽しまれています。「遊」代表の多
武ケイコさんは「癒される音に魅かれて始めました。最初は難しかっ
たが今ではオカリナにハマっています」と、月２回の練習を楽しみに
されている様子。又、ボランティアで老人施設訪問なども行っておら
れます。今は１月に行われるチャリティーショーに向けて練習されて
います。なお新しいメンバーも随時募集との事。興味を持たれた方は、
是非一度体験されてみてはいかがでしょうか。お問合せ先　多良木町
教育委員会まで。

オカリナ教室　「遊」 多良木町
生涯学習

園 児 紹 介

大きりん組
　　　　１１名
担任
   大石尚美 先生
   脇崎あや 先生

　園児１１名中１０人
が男の子と元気な組で
した。集合写真を撮る
時には早く集まってく
れて、お利口さんの組
でした。宮原奏音くん
は「小学生になったら、
勉強を頑張って、大好
きなサッカーが上手に
なりたいです」とはき
はきと話してくれまし
た。

多良木町立
第三保育所

 １２月４日〜１０日は「人権週間」
でした。本校の子ども達も各学部毎に
人権学習に取り組みました。全体では、
みんなのいいところを見つけ、カード
に書いて昼の放送で流しました。小学
部では、日頃から一緒に学んだり、遊
んだりしている友達や先輩、後輩のい
いところ、すばらしいところ、感謝し
ていることなどをカードに書いて本人
の前で読んで手渡しました。「やさし
くしてくれてありがとう」「毎日あい
さつしてくれてありがとう」などと書
かれたカードを、照れたり、恥ずかし
がったりしながらもうれしそうな顔で
受け取っていました。写真は「KS み
んなのハートフルメッセージ」と称し
て本校全員のいいところを書いて掲示
しているところです。下は小学部の子
どもがカードを手渡しているところで
す。

人権学習を
       しました！

（原稿提供・球磨支援学校）


